
【個人】                         提 出  平成３１年３月 13日 

 山  行  報  告  書  

山 域・山 名： 白毛門 1720m （群馬県みなかみ町） 

入山日：平成 31年 3月 9日 (土)   晴        メンバー・報告者： 岩田 

               

行程：【電車・バス】7:02大宮（たにがわ 401号）⇒7:53上毛高原 8:04/バス⇒8:43土合橋 

9:00土合橋700m→12:15～35松ノ木沢の頭1484m→13:45～14:15白毛門1720m

→15:13松ノ木沢の頭 1484m→16：55土合橋バス停 700m 

                                合計 7時間 55分 

【バス・電車】17:05土合橋/バス⇒17:54上毛高原 18:25（たにがわ 338号）⇒19:14大宮 

  

個人装備：ヘッドランプ、雨具、防寒衣、コンパス、地図、非常食、ツエルト、アイゼン、ピッケル、

わかん、ストック、ゴーグル、ガーミン GPS                                                                                                                                    

感想： 上毛高原駅からのバスは 40 名ほどの乗車で立ち客もあり満席であった。土合橋で降りた

のは我一人のみで、他は次の終点谷川ロープウェイ駅までの登山者だった。さっそくワカンをつけ

て出発、樹林帯の急登が続く。途中からワカンの上にさらにアイゼンをつけた。高気圧に覆われて

風も無く、汗ばみジャケットを脱ぐ。樹林帯を抜け、左手に谷川岳の岩壁を望み、松ノ木沢の頭で一

休み。ここからピッケルを出し、最後の 40～50分は雪の急斜面が山頂まで続き、緊張するが面白

くもあり本日のハイライトだ。 

白毛門の山頂は白銀の世界で、ぐるりと 360度の大展望だ。雪が風で飛ばされることなく、しっ

かりと積雪しており、山座案内銅板はすっかり埋もれ、わずかに天板のみが出ていた。北隣の笠ヶ

岳、朝日岳は山全体が真っ白にたおやかな山容であり、荒々しい岩壁の谷川岳とは対照的な姿だ。 

下山は急坂が続き、慎重なピッケルワークが必要だ。松ノ木沢の頭に戻ればひと安心だが、さら

に樹林帯の雪の急坂が続くので気が抜けない。今日の白毛門登山者は計 23人であった。 

 文字通りピーカンの好天に恵まれ、標高差千メートルの雪山を登り切った達成感、充実感でいっ

ぱいの一日であった。 

 フォトギャラリーは“山の記録・MountainView”をクリックしてください。（URL が新しくな

りました。）                                           
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http://yamanokiroku.sakura.ne.jp/

